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Ｐ１ 

  

 

う
そ
つ
き
あ
べ
川
餅 

 

う
そ
つ
き
あ
べ
川
餅
が 

ま
る
で
ト
リ
モ
チ
の
よ
う
に 

あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も 

ベ
タ
ベ
タ
と
ひ
っ
つ
い
て 

全
て
が 

う
そ
つ
き
あ
べ
川
餅
に 

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る 

 

盛
り
そ
ば
や
掛
け
う
ど
ん
に 

あ
べ
川
餅
が 

入
っ
た
ば
っ
か
り
に 

財
務
店
も 

文
化
店
も 

厚
生
店
も 

労
働
店
も 

経
産
店
も 

防
衛
店
も 

汁
の
水
増
し
が
さ
れ
て
い
る 

い
く
ら
ご
ま
か
し
て
も 

お
客
の
舌
は
だ
ま
せ
な
い 

 

さ
あ
そ
ろ
そ
ろ
閉
店
だ 

  
 

 
 

 
 

  

（
誠
） 

   
 

 
  

                                        
 

 
 

 
 

 
 

 

（誠
） 

 

ど
ん
ぐ
り 

 

団
栗
帽
子 

  

 

２０１８年７月２６日   埋立工事が進み、辺野古の海岸の一部が護岸 

工事された。朝日新聞社のヘリから（堀英治氏撮影） （ネットより転載） 

 

 

オ
ー
ル
沖
縄
の
心
は 

米
軍
基
地
の
無
い
平
和
と
繁
栄 

辺
野
古
の
海
と
ジ
ュ
ゴ
ン
を
守
る
！ 

 

  

２
０
１
８
年
８
月
８
日
、
沖
縄
の
翁
長
知
事
が
６
７
歳
で
亡
く
な
っ
た
。 

私
た
ち
は
、
憲
法
九
条
を
守
り
活
か
し
、
平
和
な
沖
縄
・
日
本
を
築
く

立
場
か
ら
オ
ー
ル
沖
縄
の
動
き
に
呼
応
し
て
き
ま
し
た
。 

今
、
翁
長
さ
ん

の
遺
志
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 

    

 

 

 
翁長さんの言葉 

 

２０１５年１２月２日、福岡高裁那覇支部での第１回口頭弁論 

◎  「歴史的にも現在においても、沖縄県民は自由・平等・人権・ 

自己決定権をないがしろにされてきました。私はこのことを 

『魂の飢餓感』と表現しています。」 

２０１７年８月１２日 オスプレイ飛行容認を批判した。 

◎ 「米軍が運用上必要と言えばすぐに引き下がる。 

『日本の独立は神話』と言わざるを得ない」 

２０１８年６月、沖縄慰霊の日 で平和宣言。 

◎ 「国民の皆様には、沖縄の基地の現状や日米安全保障体制の 

在り方について、真摯（しんし）に考えていただきたい」 

２０１８年７月２７日、辺野古の埋め立て承認撤回を表明した。 

◎ 「国は、なにがなんでも沖縄に新辺野古基地を造ろうとする。 

だが、私からすると、美しい沖縄の海を埋め立てる理由がない」 

◎ 「辺野古の埋立強行は法治国家ではない。豊かな辺野古の海を 

半永久的な軍事基地にすることは許されない。」 

 

２０１６年１２月  
オスプレイが大破した現場を
訪れた翁長知事。 

 

 

 

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20180808005149.html
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%AA%A5%B9%A5%D7%A5%EC%A5%A4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CD%C6%C7%A7
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C8%E3%C8%BD
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CA%C6%B7%B3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BF%C0%CF%C3
http://www.asahi.com/topics/word/辺野古.html
http://www.asahi.com/topics/word/辺野古.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20180808004905.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
か
し
、
２
０
１
８
年
８
月
８
日
に
死
去
し
た

沖
縄
県
の
翁
長
知
事
は
同
年
の
７
月
２
７
日

に
行
っ
た
記
者
会
見
で
「
辺
野
古
の
米
軍
新

基
地
建
設
を
阻
止
す
る
た
め
、
仲
井
真
前

知
事
の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
」
し
ま
し

た
。 全

国
知
事
会
も
提
言 

 

ま
た
、
全
国
知
事
会
は
全
知
事
の
総
意
で

日
米
協
定
の
抜
本
改
訂
を
含
む
「
米
軍
基
地

負
担
に
関
す
る
提
言
」を
採
択
し
ま
し
た
。 

 
 

                

P2 

 

「
第
２
次
世
界
大
戦
・
沖
縄
戦
と
米
軍
基
地

に
対
峙
す
る
住
民
運
動
」を
学
び
ま
し
た
。 

特
に
、
米
軍
北
部
訓
練
基
地
の
再
編
に

関
し
、
「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
住
民
の
会
」と

「
普
天
間
基
地
と
再
編
強
化
さ
れ
る
辺
野

古
基
地
建
設
の
現
場
」
に
つ
い
て
地
域
調
査

を
し
、
関
係
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
具
志
堅
市
議
と
伊
佐
村
議
夫

妻
を
京
都
に
招
き
今
日
ま
で
学
習
と
交
流

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

京
都･

日
本
の
「
全
沖
縄
化
」
と

「
ア
メ
リ
カ
従
属
」
を
阻
止
し 

改
憲
を
止
め
る
国
民
運
動
が 

展
開
さ
れ
て
い
る 

 

２
０
１
３
年
に
は
丹
後
半
島
に
１
３
３
番

目
の
米
軍
基
地
「
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
」

建
設
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
日
本
列
島
に
配

備
さ
れ
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

     

 「ア
ベ
政
権
の
破
綻
」と 

“日
本
列
島
沖
縄
化
戦
略
”の
破
綻 

        
 
 
 
          

 

わ
た
な
べ 

の
ぶ
を 

 
 

 

「ア
べ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
」か
ら 

「ア
ベ
政
権
の
破
綻
」へ 

 

日
銀
の
黒
田
総
裁
も
記
者
会
見
で
認
め

た
よ
う
に
、
「
経
済
再
生
」
を
看
板
と
す
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
破
綻
し
、
貧
困
と
格
差
を

拡
大
さ
せ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
「
森
友
文
書
」
改
ざ
ん
の
発
端
が

安
倍
首
相
の
国
会
の
答
弁
か
ら
「
森
友
疑

惑
」
に
浮
上
し
、
「
財
務
省
の
文
書
改
ざ
ん
」

に
発
展
し
民
主
主
義
の
根
幹
が
壊
れ
、
も

は
や
「安
倍
政
権
は
破
綻
」し
て
い
ま
す
。 

 「
辺
野
古
の
米
軍
基
地 

建
設
強
行
」
も
破
綻

 

私
ど
も
６
人
は
「国
民
本
位
の
行
政
を
め

ざ
す
農
林
・
京
都
の
会
」
の
主
催
で
２
０
１
４

年
に
「
レ
ン
タ
カ
ー
に
て 

１
４
８
０
ｋ
ｍ
・
沖

縄
視
察
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。 

具
志
堅
轍
市
議
と
伊
佐
真
次
村
議
夫

妻
（
育
子
夫
人
は
京
都
出
身
）
の
案
内
で

「琉
球
民
族
の
歴
史
、
文
化
、
暮
ら
し
」と 

 

ま
さ
に
ア
ベ
政
権
は
破
綻
し
「
日
米
安
保
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
従
属
・
憲
法
改
悪
」
に
真
正
面
か

ら
対
峙
す
る
国
民
運
動
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。 （沖

縄
調
査
レ
ポ
ー
ト 

 

『
沖
縄
か
ら
見
る
京
都
・
日
本
の
新
局
面

“日
本
列
島
沖
縄
化
”』  

渡
邉
信
夫
著
「農
林
・京
都
の
会
」発
行
） 

(

農
学
博
士
・樫
原
在
住
） 

(

樫
原
憲
法
九
条
の
会
・世
話
人
） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県出身の歌手、安室奈美恵さん（４０）が８月９日、膵

（すい）がんで死去した翁長雄志・沖縄県知事を追悼するコ

メントを公式ホームページで発表した。 
 

「沖縄の事を考え、沖縄の為に尽くしてこ
られた翁長知事のご遺志がこの先も受け継が
れ、これからも多くの人に愛される沖縄であ
ることを願っております」とつづっている。       
【朝日新聞 2018.8.9.】 より 

  

 

（写真は安室奈美恵ホームページより） 

安室さんも翁長氏悼む 

「沖縄を考え、尽くしてこられた」 

    
 

 

https://www.asahi.com/articles/ASL892R23L89TIPE002.html?iref=comtop_8_03


 
 

    

 

 

忘
却
を
思
う
（
第
３
回
） 

時
間
は
生
命 

 

震
災
も
戦
争
も
、
失
わ
れ
る
の
は
個
人
の
時
間
で
す
。
残
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
人
と
共
有
し
た
時

間
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
記
録
は
死
者
〇
人
と
い
う
ふ
う
に
数
値
化
し
、
そ
の
数
字
の
一
つ
一
つ

が
、
一
人
一
人
の
個
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。
歴
史
を
学
ぶ
と
き
、
そ
の

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
映
画
は
そ
の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』（
二
〇
一
六
年
） 

一
九
四
四
～
四
五
年
の
広
島
県
呉
市
が
舞
台
。
一
市
民
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
戦
争
が
、

日
常
に
染
み
込
み
、
広
が
っ
て
い
く
。
四
五
年
八
月
六
日
の
シ
ー
ン
で
は
、
私
の
祖
父
が
生
前
し
て

く
れ
た
、
当
時
、
呉
の
海
軍
学
校
に
い
た
と
き
の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

『
野
火
』（
二
〇
一
四
年
） 

第
二
次
大
戦
終
戦
間
際
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
敗
戦
が
確
定
的
に
な
っ
て
い
る
中
で
一
人
の
日
本
兵
が
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
く
様
。
前
述
の
作
品
と
は
対
極
的
な
作
品
だ
と
感
じ
ま
す
。
日
常
と
非
日
常
、

被
害
と
加
害
、
生
と
死
ー
ー
望
ん
で
兵
士
に
な
っ
た
わ
け
で
も
、
望
ん
で
戦
争
に
参
加
し
た
わ
け

で
も
な
い
人
々
が
、
生
き
が
い
を
奪
わ
れ
て
い
く
悲
劇
に
衝
撃
を
受
け
ま
す
。 

 

『
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
』（
二
〇
一
八
年
） 

第
二
次
大
戦
末
期
の
沖
縄
戦
。
沖
縄
北
部
で
続
い
て
い
た
ゲ
リ
ラ
戦
に
兵
士
と
し
て
少
年
た
ち
が

巻
き
込
ま
れ
た
事
実
。
陸
軍
学
校
で
教
育
さ
れ
た
青
年
将
校
が
地
元
住
民
を
ど
の
よ
う
に
戦
争

に
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
の
か
。
そ
の
歴
史
は
間
違
い
な
く
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
時
だ
け
の
こ

と
で
も
、
当
事
者
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
突
き
付
け
ら
れ
、
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

＊ 

今
回
は
、
映
画
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
全
て
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
真
実
の
一
片
を
描
く
こ
と
で
、
映
画
は
ず
っ
と
残
っ
て
い
く
も
の
で
す
か
ら
、
忘
却
と
戦 

う
大
き
な
手
段
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

 

 

（映
画
に
関
す
る
記
載
は
個
人
の
感
想
で
す
） 

 
 

精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー 

 

山
田
龍
亮 

   

P3 

 

 

樫
原
は
古
来
、
人
々
が
暮
ら
し
て
き
た

土
地
で
す
。 

古
墳
が
い
っ
ぱ
い 

 

樫
原
廃
寺
跡
の
調
査
で
は
、
奈
良
朝
以
前

の
白
鳳
時
代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明

さ
れ
、
こ
の
南
大
門
前
に
集
落
が
形
成
さ
れ
、

周
辺
に
は
多
く
の
古
墳
が
点
在
し
て
い
ま
し

た
。
権
現
原
古
墳
や
塚
ノ
本
古
墳
が
あ
り
、

南
方
に
は
物
集
女
車
塚
古
墳
、
北
方
に
は
南

向
き
に
天
皇
の
杜
古
墳
が
あ
り
ま
す
。 

 

地
名
と
し
て
も
大
変
面
白
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
岡
南
ノ
庄
と
云
う
地
名
の
「
庄
」
と
は

集
落
を
表
し
、
樫
原
廃
寺
の
南
大
門
前
の
集

落
を
示
し
て
お
り
、
三
の
宮
神
社
の
社
殿
や

鳥
居
も
南
正
面
に
あ
り
ま
す
、
内
垣
外
町
、

中
垣
外
町
は
集
落
の
際
で
あ
る
こ
と
を
現
し

て
い
ま
す
。 

 
 

古
来
、
【岡
】と
呼
ぶ
地 

樫
原
は
、
古
来
よ
り
「
岡
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
大
正
時
代
に
樫
原
に
変
化
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。 

   

 

今
も
屋
号
に
「
岡
」
の
付
く
も
の
や
岡
本
性

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

古
来
、
南
北
の
通
り
が
中
心
で
し
た
が
、
大

名
の
参
勤
交
代
が
始
ま
り
に
よ
り
東
西
の
交

通
が
活
発
に
な
り
集
落
の
中
心
が
旧
九
号

線
に
移
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

昔
は
農
家
中
心
の
集
落
だ
っ
た
も
の
が
山

陰
道
の
開
通
に
よ
り
旧
九
号
線
沿
い
に
商
家

と
農
家
の
混
合
す
る
集
落
と
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。 

 
 

買
い
物
し
よ
い
町
望
む 

現
在
、
近
く
に
大
型
店
の
進
出
で
小
型
商

店
が
少
な
く
な
っ
て
、
高
齢
者
が
買
い
物
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

（ この世界の
片隅に・・）より 

樫原廃寺跡より東方面を望む （撮影：豊） 

わ
が
町 

《
樫
原
》 

？ 
 

樫
原
憲
法
九
条
の
会
・世
話
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
畑
町 

福
井
満
弘 

  

寄 稿

稿 



 

P4

P

九
条
文
化
の
ひ
ろ
ば 

    

  
 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
年
の
夏
は
異
常
気
象
に
包
ま
れ

た
。
全
国
各
地
で
３
５
度
を
超
え
る
猛

暑
の
中
、
熱
中
症
で
倒
れ
る
人
も
い
た
。 

日
本
列
島
は
台
風
到
来
の
通
路
に
位

置
し
直
撃
を
受
け
た
、
さ
ら
に
震
度
７
の

地
震
が
既
知
の
活
断
層
以
外
で
起
き
、

ど
こ
に
も
安
全
地
帯
の
無
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
。
こ
ん
な
天
災
列
島
に
人
々

は
住
み
、
防
災
に
励
み
幸
せ
を
求
め
暮

ら
し
て
き
た
。 

一
方
、
こ
の
島
は
人
災
列
島
で
も
あ

る
。
福
島
原
発
事
故
の
反
省
か
ら
全
て

の
原
発
は
即
刻
止
め
る
べ
き
だ
。 

戦
争
は
最
大
の
人
災
で
あ
る
。
未
曾

有
の
犠
牲
を
出
し
、
も
う
二
度
と
戦
争

し
な
い
。
と
誓
っ
て
創
ら
れ
た
平
和
憲
法

を
守
っ
て
共
に
歩
み
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

        

（事
務
局 

豊
） 

                 

                  

（
山
中
） 

                                  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                 

（ 

○ 

安
倍
イ
ズ
ム
私
利
恣
欲
で
有
頂
天  

天
罰
天
災 

日
本
の
惨
状 
 

           

権
田
町 

林
天
流
九
六
翁 

 
 
 
 

○ 

老
い
ら
く
や
凌
霄
花
狂
い
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
         

 

樫
原 

斜
山 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編
集
後
記 

 
もうひとガンバリです！ 

  

樫原憲法九条の会は国会で改憲発議が行われない 

ようにするため、署名活動に全力をあげています。 

大きなご協力をお願いします。 

   ★ 署名用紙は事務局よりお届けします。 

（事務局の樽門／下山まで連絡してください） 
 

 

 

９
月
１
９
日
（水
） 

 強
行
採
決
３
年
目
と
な
る 

戦
争
法
の
廃
止
を
！ 

 

阪
急
桂
駅
西
口
で
午
後
５
時
よ
り 

宣
伝
を
行
い
ま
す
、 

是
非
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い 

  
         

（
主
催
） 

西
京
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク 

実
行
委
員
会 

投
稿 

お
知
ら
せ 

  
な
ん
で
そ
ん
な
に
？ 

過
去
最
大
の
防
衛
省
予
算 

五
兆
三
０
０
０
億
円 

 

防
衛
省
が
二
〇
一
九
年
度
予
算
の
概
算
要

求
を
決
め
た
そ
う
だ
。
総
額
は
約
五
兆
三
０

０
０
億
円
。
過
去
最
大
の
要
求
だ
そ
う
だ
。 

な
ん
で
そ
ん
な
に
お
金
が
い
る
の
か
、
あ
の

余
り
評
判
の
芳
し
く
な
い
ト
ラ
ン
プ
に 

 

ア
ベ
首
相
の 

怖
～
い
改
憲
意
欲 

 

首
相
は
８
月
３
１
日
、
横
浜
市
で
開
か
れ
た

自
民
党
の
会
合
で
、
「
（
憲
法
改
正
を
）
発

議
し
な
い
と
い
う
の
は
、
国
会
議
員
の
怠
慢

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、 

総
裁
選
（
９
月
）
で
３
選
さ
れ
た
場
合
、
改

憲
論
議
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
改
め
て
意
欲

を
示
し
た
。
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ア
ベ
首
相
の
真
の
狙
い
は
何
で
し
ょ
う
？ 

日
本
を
軍
事
大
国
化
し
、
歴
史
に
名
を
遺
し

た
い
の
か
？ 

 

甘
い
汁
吸
う
経
済
界
の
要
望
か
？ 

ア
ベ
首
相
の
言
動
は
、
自
己
中
の
好
戦
的
・

煽
動
的
で
言
わ
ば
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
型
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

持
ち
、
極
め
て
危
険
で
す
よ
！ 

（
事
務
局 

Ｙ
・Ｔ
） 

嫌
わ
れ
た
ら
、
困
る
と
あ
べ
首
相
が
、
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
産
業
か
ら
高
額
の
危
険
な
オ
モ

チ
ャ
（
イ
ー
ジ
ス･

シ
ョ
ア
）
を
買
わ
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
核
の
全
面
禁
止
な

ど
、
世
界
は
平
和
の
方
向
に
一
歩
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
に
、
危
険
を
煽
る
だ
け
で

平
和
へ
の
努
力
を
放
棄
し
て
い
る
ア
ベ
政
治

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
け
れ
ば
。 

 
 

 
 

 
 

         

樫
原 

Ｎ
Ｍ 

  

 

岡
南
ノ
庄 

沖
田
文
子
作 
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